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Street Furniture Live Painting Lab. 概要

日 時

 

場 所

参 加 料

参加資格

：12月1日（日）11:00～17:00  

※一般の方の参加は15:00まで。15:00以降はアーティストによる仕上げを行います。

：サンシャインシティ 1F 南入口前広場

：無料

：申込不要。お子様はもちろん、大人の方でもご参加いただけます

12月1日（日）「Street Furniture Live Painting Lab.」

地域の方々とアーティストが共同でストリートファニチャーにアートを施します！

サンシャインシティ南入口付近の高架下歩行空間が「憩いの場」「賑わいの場」に
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サンシャインシティ（東京・池袋）では、池袋を拠点にアートを通じた共育プログラムを実施する団体

「STUDIO201」と連携し、地域の方々とアーティストが、高架下歩行空間（以下、「南入口前広場」）に設

置されたストリートファニチャーにアートを施すイベント「Street Furniture Live Painting Lab.」を12

月1日（日）に開催します。

南入口前広場のストリートファニチャーは、池袋エリアの企業・団体・学校・行政機関などで構成された、まちづくりを

推進する共同体「池袋エリアプラットフォーム」（理事長 株式会社サンシャインシティ 代表取締役社長 脇英美）

が10月より開始した、まちなかにくつろぎ空間を創る社会実験「IKEBUKURO PUBLIC FURNITURE 

TRIAL」の取り組みの一拠点として、2024年10月24日に設置されました。南入口前広場は首都高速道路の

高架下にあり、普段は歩行者通路として利用されていますが、ストリートファニチャーの設置やイベント開催によって、

「憩いの場」「賑わいの場」として活性化することを目指しています。

また、11月30日（土）～12月1日（日）の2日間、池袋西口の創形美術学校でアート・デザインを学ぶ

学生による作品販売会「つくるをかたちにマーケット」も南入口前広場で開催します。

11月30日（土）・12月１日（日）にはアート・デザインを学ぶ学生の作品販売も実施

STUDIO201（スタジオ ニーマルイチ）
池袋を拠点として2020年に結成。“創造的活動を通して、個性や多様性の価値を発信し、豊かで寛容な社会をつくる”
を理念にさまざまな活動をプロデュース。現在は「子ども」×「アート」×「まち」をキーワードにした共育プログラム「Kids =

Artists ～すべてのキッズはアーティスト～」を中心に活動。

※Kids = Artists…子どもとアーティストによるライブパフォーマンスを掛け合わせた即興のアート公開制作。
公式Instagram：https://www.instagram.com/kidsxartists/

※状況により、内容・スケジュールが変更になる場合がございます。※画像はイメージです。

https://www.instagram.com/kidsxartists/
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ストリートファニチャー完成まで

【同時開催】 創形美術学校 「つくるをかたちにマーケット」

池袋にあるアートとデザインの専門学校「創形美術学校」の生徒によるグッズ、小作品の販売
会「つくるをかたちにマーケット」を南入口前広場で開催。
原画やアクリルキーホルダーの販売のほか、その場で描くデジタル似顔絵（有料）も行います。

日時：11月30日（土）～12月1日（日） 各日11:00～17:00

※お支払方法は現金またはPayPayとなります。

報道関係者様からの
お問い合わせ先

株式会社サンシャインシティ コミュニケーション部 広報担当 成保・大木・佐藤・藤村・大浦
TEL.03-3989-3329（平日9:30～18:00） FAX.03-3989-3451 pr@sunshinecity.co.jp

共同ピーアール株式会社 PRアカウント本部３局３部  内山・田口・高橋
 TEL. 03-6260-4861 sunshinecity-pr@kyodo-pr.co.jp

※状況により、内容・スケジュールが変更になる場合がございます。※画像はイメージです。

アーティストたちがそれぞれのセンス
を活かして仕上げ

完成したストリートファニチャーは、
南入口前広場に設置されます。

ストリートファニチャー（ウッドテー
ブル）を自由にペイント

＜池袋エリアプラットフォーム＞
主に池袋エリアの企業・団体・学校・行政機関などで構成された産官学民一体となってまちづくりを
推進する共同体。2022年11月に設立され、現在約100団体が参画。池袋を更に魅力的なまちに
するため、同じ志を持つ関係者と共に、「時間を忘れるほど楽しいまち」、 「豊かな感性で心躍るまち」、
「新しい発見に溢れた創造的なまち」の3つのまちの姿の実現を目指しています。
2024年度から、未来ビジョン実現の具体的な取り組みとして、「 IKEBUKURO PUBLIC

FURNITURE TRIAL」の他、人流等の池袋エリアの基礎的データの調査・活用検討も進めています。
公式Facebook：https://www.facebook.com/profile.php?id=61559241819022

＜IKEBUKURO PUBLIC FURNITURE TRIAL＞
池袋エリア内にストリートファニチャーを設置し、その利用者の回遊行動や属性を調査することで、
池袋のまちを更に居心地の良い空間へつなげるための取り組み。池袋内計４か所を皮切りに、
個性あふれるファニチャーを設置し、まちを居心地良い空間へと変貌させていきます。

IKEBUKURO PUBLIC FURNITURE TRIAL

グリーン大通りの様子

※写真はグリーン大通りでのイベントの様子。今回ペイントするファニチャーとは異なります。

南入口前広場は首都高速道路の高架下に
あります。普段は歩行者通路として利用され
ていますが、通行する方がつい足を止めてし
まうような賑やかな空間を目指し、イベントの
開催やストリートファニチャーの設置を実施中。
余白となりがちな高架下の都市空間を賑わ
い創出の場として活用しています。 普段の南入口広場の様子 ストリートファニチャー設置後の様子

高架下の空間を「憩いの場」「賑わいの場」へ
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https://www.facebook.com/profile.php?id=61559241819022
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